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はじめに

　5月3日（木祝）～6日（日）、ゴールデン
ウィークのお台場海浜公園おだいば
ビーチ（東京都港区）にて、ビーチゲー
ムズ日本招致プロジェクト『JAPAN 
BEACH GAMES® Festival2017』

（主催：JAPAN BEACH GAMES 
Festival2017 実行委員会）が開催さ
れました。
　海や砂浜を舞台にしたスポーツの
世界大会であるワールドビーチゲー
ムズ（主催：国内オリンピック委員会連
合）が2019年にアメリカ・カルフォルニア
州サンティエゴで開催されることを受
けて、世界規模の大会を日本に誘致
し、海辺から日本を元気にし海辺の価

値を向上させること、海辺から世界に
向けて日本をPRすることに加えて、各
競技の普及と強化を目的として、2014
年にビーチゲームズ日本招致プロジェ
クトが発足いたしました。
　『JAPAN BEACH GAMES®』は、
各ビーチスポーツ競技団体が公式戦
を一同に行うビーチスポーツの国内最
高峰の祭典です。ワールドビーチゲー
ムズ及びアジアビーチゲームズ（主催：
アジアオリンピック評議会）を日本に招
致することを目的として全国で当大会
をPRするために開催されるものであ
り、今回が初めての開催となりました。
　『JAPAN BEACH GAMES® 
Festival 2017』実行委員会には、各
競技団体の代表者や上智大学教授

の師岡文男氏（国際ワールドゲームズ
協会理事）が加わり、当協会が統括し
て運営に携わりました。
　開会式では、ビーチゲームズ日本招
致プロジェクトのナビゲーターである元
ビーチバレーボール選手の浅尾美和
さん、当協会理事長・元ビーチバレー
ボール日本代表・北京、ロンドン五輪出
場の朝日健太郎が、大会への意気込
みと開会宣言を行い、当大会の意義
を説明しました。開催期間中は晴天に
恵まれ、気温も高く、まさにビーチスポー
ツに適した気候となり、会場はビーチス
ポーツの公式戦を観戦に来られた方
や、水辺に遊びに来られた親子連れ、
観光客など5日間を通じて約6万人の
人で賑わいました。

ビーチゲームズ日本招致プロジェクト
JAPAN BEACH GAMES® Festival2017
～日本にビーチスポーツの国際祭典を～
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『JAPAN BEACH GAMES® 
Festival2017』について

　『JAPAN BEACH GAMES® 
Festival2017』ではビーチバレーボー
ル、ビーチテニス、フレスコボールの３
競技が公式戦を、ビーチドッジボール、
ビーチフラッグス（ライフセービング）の
２競技が公認戦をそれぞれ行い、アジ
アビーチゲームズと同じように観戦無
料というスタイルで行いました。
　公式戦は、勝利すると各競技団体
においてグレードの高い国内および世
界大会へエントリーができるポイントが
加算されることから、選手同士は真剣
勝負で戦います。それゆえ質の高いプ
レーが飛び出し、観客をより魅了するこ
とが出来ます。特に、ビーチバレーボー
ルはビーチスポーツのなかでオリンピッ
ク正式種目ということもあり、各プレーの
レベルが高く、決勝戦においては砂の
上に建てられた特設観客席は満員と
なりました。
　また、子どもたちに大人気のビーチ
ドッジボールには日本代表のトップアス
リートが出場したり、プロのライフセー
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NPO法人日本ビーチ文化振興協会

ビーサン跳ばし選手権『ビーチライフカップおだいば大会』

図-3　背後の産業を守る護岸の嵩上げ状況：広島港海岸

バーが砂の上の格闘技と言われる
ビーチフラッグス大会で白熱した試合
を繰り広げるなど、公認戦ながら非常
にハイクオリティーな熱戦が繰り広げら
れ、あまり観戦機会のない競技を観戦
した観客からは大きな声援が送られ
ていました。

　大会の中日である5月5日はこどもの
日にちなんでファミリー層を対象に、各
競技団体がビーチスポーツの体験会

を行いました。
　ビーチバレーボールでは、浅尾美
和さん、朝日健太郎が講師となってス
クールを行い、初心者向けに楽しさを
伝えました。
　円盤のフライングディスクを投げて
ストライクアウトを行ったビーチフライン
グディスクや、2016年9月に開催され
たアジアビーチゲームズベトナムダナ
ン2016でロシア発祥の格闘技である
ビーチサンボにて銀メダルを獲得した
村瀬春香選手が参加したエキシビジョ
ンマッチなど会場を大いに賑わせてい
ました。

　 全 国のビーチで大 人 気のビー
サン跳ばし（主幹：ビーサン協会）
が『JAPAN BEACH GAMES® 
Festival2017』でついに初の公式全
国大会『ビーサン跳ばし選手権ビーチ
ライフカップおだいば大会』を開催し
ました。ビーサン跳ばしは老若男女が
手軽に参加できることから、全国どこの
ビーチで行っても大人気の種目となっ
ています。エンターテイメントな一面を
持ちつつも、競技性を兼ね備えており、ビーチバレーボール『JAPAN BEACH GAMES® Festival2017』開会式集合写真
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今後のビーチスポーツに新たな展開を
与えるものと考えています。2017年は
おだいばビーチ、須磨海岸、酒田大浜
海岸、柏崎東の輪海岸及び阿字ヶ浦
海岸にて計5回の公式戦を行い、各大
会上位3位までをファイナルへ招待す
る予定となっています。

　『JAPAN BEACH GAMES®

Festival2017』では、ビーチスポーツだ
けでなく来場者にビーチ空間を最大
限満喫してもらうため様々なコーナー
を設けました。
　中でも、日本大学理工学部海洋建
築学科により設置された海辺図書館
は、竹のパーゴラで日陰を作り、その下
で本を読んでくつろげるという絶好の
癒しの空間となっており、期間中は気
温が高かったという事もあり、大変な賑
わいを見せていました。
　一本のライン（幅5センチほどの平
べったいロープ）の上でバランスを取り
ながらパフォーマンスを行うスラックライ
ンでは世界チャンピオンが登場し会場

を盛り上げたり、ステージでは子どもた
ちが可愛らしい衣装を着て日々の練
習の成果を披
露したキッズチ
アダンスやビー
サン跳ばしの
テーマソング
を歌うシンガー
ソングライター
による生ライ
ブなど、ビーチ
に癒しと楽し
みを提供する
様々なイベント
が開催され、
来場者の方々
が開放された
ビーチ空間に
て思い思いの
時間を過ごし
くつろぐ様子
が随所に見ら
れました。

小名浜チャリティービーチ
スポーツツアーinお台場

　『JAPAN BEACH GAMES® 
Festival2017』では、5月5日こどもの日
に、福島県小名浜市の子どもたちをお
だいばビーチへ招待しました。小名浜
チャリティービーチスポーツツアーinお
台場は、東日本大震災の被災地であ
る福島県小名浜市の子どもたちに、は
だしで思いきり遊べるビーチを提供し
ビーチの良さを認識してもらい、故郷
である小名浜ビーチへの郷土愛を育
んでもらうことを目的とするものであり、
2016年より行っています。
　当日子どもたちは、ビーチバレーボー
ルスクールやビーサン跳ばし選手権な
どに参加し、一日中ビーチをはだしで
駆け巡っていました。

今後目指すべき姿

　ビーチゲームズ日本招致プロジェ
クトでは全4回の勉強会が行われ、
最終回では、①JAPAN BEACH 
GAMES®実行委員会の創設、②競

5/3～5/5 JAPAN BEACH GAMES Festival2017

5/28 須磨ビーチフェスタ2017

6/17～6/18 京丹後サンセットビーチラン・京丹後ビーチスポーツフェスティバル

7/30 ビーチライフin新潟

7/31 『Beach Day in ODAIBA2017』

9/3 酒田ビックビーチフェスタ2017

9/16 ビーチライフin柏崎

10/1 ビーチライフふれあいフェスティバルin阿字ヶ浦

3/19～12/10 おだいばビーチバレー　全38回

5/5～10/1 ビーサン跳ばし選手権『ビーチライフカップ』　全5回

主な刊行物 はだし文化新聞（4/10　第7号発行）　ビーチスポーツガイドブック

7 月 3 1 日を『 ビ ー チ の 日 』と制 定

　今年はNPO法人日本ビーチ文化振

興協会が設立され15年目の節目となり

ました。関係各所の皆様に感謝しつつ

今後も精進して参ります。

　NPO法人日本ビーチ文化振興協会

は設立15周年記念として、海の日と山

の日の中間の7月31日を『ビーチの日』

と制定し、一般社団法人日本記念日協

会の認定を受けたところです。2017年

7月31日（月）には、おだいばビーチにて

『ビーチの日』設立記念イベントを行う

予定です。今後は『ビーチの日』というシ

ンボルを通じて、全国の人に海の恩恵、

海辺の価値感を伝え、ビーチ文化の創

造を育んでゆきたいと考えています。

コ ラ ム

　

JAPAN BEACH GAMES® Festival2017

2017年　NPO法人日本ビーチ文化振興協会　活動予定

技団体の基盤の強化、③ジャパンビー
チゲームズ開催という3つの提言が示
されています。
　この3つの提言を踏まえ、今回、初
めて『JAPAN BEACH GAMES®  
Festival 2017』が開催されました。今
回の大会を契機に、各競技団体が基

盤・組織強化に力を入れ、加えて競技
の普及、技術の向上を進め、その積み
重ねが、結果としてビーチゲームズ日
本招致につながり、海辺の価値感の
向上になるものと考えています。今後
は、当イベントに参加できなかったビー
チスポーツ競技団体や、ビーサン跳ば
しやe-sport（電子機器を使って行う
娯楽、競技、スポーツなどをe-sportと
言います）のような新しい競技の団体
も交えながら、タッグを組める組織を創
設し、各競技団体がその組織に加盟
し、JAPAN BEACH GAMES®実行
委員会の法人化を見据え、ビーチゲー
ムズ日本招致プロジェクトを進めていき
ます。

　今年も日本全国のビーチをはだしで
駆け巡り、より一層海辺の文化の振興
に汗を流します。

海辺図書館

スラックライン

小名浜チャリティービーチスポーツツアー inお台場


